役務契約に係るデータ保護に関する覚書


　札幌市（以下「委託者」という。）と　　　　　　　　　（以下「受託者」という。）との間に、令和　　年　　月　　日付けで締結した「札幌市固定資産（土地）評価に係る造成費に関する調査業務」に関する契約の付帯事項として、データ保護に関し、次のとおり覚書を交わす。

  （目的）
第１条　この覚書は、「札幌市固定資産（土地）評価に係る造成費に関する調査業務」の遂行に付随して知り得た秘密を、他人に漏らすこと、委託者の提供する資料等及び処理データの紛失、焼失、盗難等を防止するため、必要な措置を講ずることにより、固定資産税評価業務を円滑に遂行することを目的とする。

  （秘密の保持）
第２条　委託契約期間中はもちろん期間終了後においても、受託者及び受託者の業務に従事している者又は従事していた者は、委託者から委託を受けた業務に関して知り得た第３条に定める秘密を漏らしてはならない。

  （秘密の範囲）
第３条　本覚書に定める秘密の範囲は、当該役務の遂行のため委託者が提供した資料等及び本契約に基づき、受託者において加工し作成したデータの一切（以下「データ等」という。）をいう。

  （管理）
第４条　受託者は、受託者の役務を遂行するに当たって、当該役務を的確に管理するため、データ保護責任者及び補助者を別紙のとおり定めるものとする。
２　受託者は、委託者の指定する業務の処理に当たっては、データ保護責任者の指示した者が、原則として複数で行うものとする。
３　受託者は、データ保護の重要性に鑑み、受託者の従業員に対して必要な教育指導を行わなければならない

  （データ等の授受及び搬送）
第５条　データ等の授受は、データ保護責任者の指定した者が身分証明書を携帯のうえこれにあたり、引渡し書等に基づき数量、種類等を確認し、行うものとする。
２　前項の授受に伴う搬送にあたっては、汚損、破損、紛失等のないようダンボール箱に確実に収め、事故のないよう十分な注意を持って行わなければならない。

  （データ等の保管）
第６条　データ等の保管に当たっては、盗難、火災及びその他の災害に備えて、保管設備を完備しなければならない。

  （指導）
第７条　委託者は、受託者に対して、データ等の管理に関して調査、監督、指導を行い、必要と認めた場合は受託者に対して報告を求め、適切な措置を講ずるものとする。

（事故の場合の措置）
第８条　受託者は、本覚書に違反する事態が生じ、又は生ずおそれのあることを知ったときは、速やかに委託者に報告し、委託者の指示に従うものとする。

  （役務契約終了後におけるデータ等の取扱い）
第９条　受託者は、役務契約期間終了後、委託者が引き渡した資料等のすべてを返却しなければならない。
２　受託者は、この役務を遂行するにあたり、作成した各種帳票及び磁気ディスク等に記録されている情報については、委託者の指示するところにより取扱うものとする。















　この覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、委託者、受託者双方記名押印のうえ、各１通を所持する。

　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　委託者　　札幌市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　市長　　秋元　克広

受託者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　別　　紙



　本覚書第４条第１項に規定するデータ保護責任者及び補助者に下記の者を定めます。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ保護責任者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ保護補助者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　

